
■伊勢崎市のホームページ　http://www.city.isesaki.lg.jp 
■人口と世帯（5月1日現在）●人口209,608人（男104,883人・女104,725人）●世帯数 77,310戸 

広報  No. 200759

５月５日、「親子うどん打ち教室」があやめ児童館で開催され、15組の親子が参加しました。「うどんを打つのは初めて」と話す
人も多く、地元「田舎料理の会」の根岸勢喜さんを講師に迎え、指導を受けながら親子で力を合わせて挑戦。最後はゆであがっ
たうどんを、おいしそうにほお張っていました。 

◆主な内容◆ 

6. 1

総合計画のあらまし ① ････････････････p.2～3 
伊勢崎21市民会議が変わります ･････････p.4～5 
市税が支える明るい未来 ･･･････････････p.6～7 
廃タイヤ・バッテリーなどの有料回収 ････････p.8

国民健康保険税はこうして決まります ･･･････p.9 
幼稚園保育料一部補助・第3子以降無料化 ･･p.10 
市職員を募集します ･････････････････････p.11 
市民病院職員を募集します ･･･････････････p.12
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【まちづくりの体系図】 

※「自立した都市経営」を行政全体に共通する経営方針として位置付けています 

将来都市像  20万市民が健康で安心して暮らせる県央都市　いせさき 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

基

本

構

想

 

基
本
戦
略 
基
本
政
策 

基

本

計

画

 

政
　
策 

 
市民と協働して 

自立するまちをつくる 
　～20万人の協働まちづくり～ 

 
市民が元気で健康に 
暮らせるまちをつくる 

～健康・医療の元気なまちづくり～ 

 
市民が安心安全に 
暮らせるまちをつくる 

　～安心・安全なまちづくり～ 

 
市民と産業を支える 
活力あるまちをつくる 

　～活力ある20万都市づくり～ 

2 
市民ととも
に協働･共
生のまちを
つくる 

1 
自立した都
市経営を確
立する※ 

3 
創造力ある
人材と地域
の歴史をは
ぐくむ 

6 
安心して安
全に暮らせ
る社会をつ
くる 

7 
良好な環境
と循環型社
会を形成す
る 

4 
いつまでも
健康に暮ら
せるまちを
つくる 

5 
子育てしや
すく、誰も
が自立して
暮らせるま
ちをつくる 

1
 
効
率
的
な
行
政
運
営
の
推
進
 

2
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
 

1
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
 

2
　
共
生
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
 

１
　
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
 

2
　
生
涯
学
習
の
振
興
・
文
化
財
の
活
用
 

１
　
健
康
づ
く
り
の
推
進
 

2
　
医
療
・
社
会
保
障
の
充
実
 

１
　
子
育
て
支
援
の
充
実
 

2
　
自
立
支
援
・
地
域
福
祉
の
充
実
 

１
　
安
心
安
全
な
ま
ち
の
整
備
 

2
　
交
通
環
境
の
充
実
 

１
　
良
好
な
環
境
の
保
全
と
創
造
 

2
　
循
環
型
社
会
の
形
成
 

8 
市民が快適
に生活でき
る基盤をつ
くる 

9 
活力ある産
業とにぎわ
いのあるま
ちをつくる 

１
　
都
市
基
盤
の
整
備
 

2
　
生
活
基
盤
の
整
備
 

１
　
活
力
あ
る
産
業
の
育
成
 

2
　
魅
力
あ
る
観
光
・
文
化
振
興
 

各論 

総論（行政経営の方針） 

平成19年4月～平成23年3月 平成23年4月～平成27年3月 
基本構想 

基本計画 

実施計画 

実施計画 

前期基本計画 

基　本　構　想 

後期基本計画 

実施計画 

実施計画 

【計画の構成】 
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総合計画のあらまし 笊

▲ 須賀さりあさん（広瀬小学校）

本市は、魅力ある20万都市として、4月1日に特例市に移行し、新しいまちづ

くりの指針となる総合計画がスタートしました。その内容について、5回シリー

ズで紹介します。第1回目となる今回は、「総合計画の全体像」についてお知らせ

します。

総合計画の詳細は、市ホームページ・市民情報コーナー（本庁本館1階）・企画

調整課・各支所情報提供コーナー・各図書館などでもご覧になれます。

問い合わせ 企画調整課（内線2404）

来
を
見
据
え
、
20
万
市

民
が
健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
、
活
気
あ
る

都
市
を
目
指
し
ま
す
。

な
お
、
策
定
に
あ
た

っ
て
は
、
市
民
意
識
調

査
を
は
じ
め
、
多
く
の

市
民
の
ニ
ー
ズ
や
意
見

が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
実
施
計
画
に
基

づ
い
て
推
進
し
ま
す
。
実
施
計
画

は
毎
年
見
直
し
を
行
い
、
財
政
面

や
事
業
の
緊
急
性
に
応
じ
て
調
整

を
行
い
ま
す
。
こ
の
見
直
し
作
業

に
よ
っ
て
、
各
事
業
の
配
分
可
能

な
財
源
額
が
示
さ
れ
、
毎
年
度
の

予
算
編
成
が
行
わ
れ
ま
す
。

右
上
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
図
【
計
画

の
構
成
】
に
示
し
た
よ
う
に
、
基

本
構
想
と
基
本
計
画
、
さ
ら
に
具

体
的
な
事
業
計
画
を
ま
と
め
た
実

施
計
画
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
【
ま
ち
づ
く
り
の
体
系

図
】
に
あ
る
よ
う
に
、
基
本
構
想

総
合
計
画
は
、
本
市
の
将
来
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を

定
め
た
最
も
基
本
と
な
る
計
画
で

す
。
こ
の
計
画
は
、
合
併
後
の
新

市
の
一
体
性
の
確
立
と
そ
の
継
続

的
な
発
展
を
目
指
し
、
市
民
と
行

政
が
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
進
め
て
い
く
も

の
で
す
。
つ
ま
り
、
総
合
計
画
と

は
、
「
ま
ち
づ
く
り
の
よ
り
ど
こ

ろ
」
と
い
え
ま
す
。
本
市
は
、
こ

の
総
合
計
画
に
よ
り
、
豊
か
な
将

は
4
つ
の
基
本
戦
略
と
9
つ
の
基

本
政
策
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

個
々
の
基
本
戦
略
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
来
月
か
ら
毎
月
１
日
号

の
広
報
い
せ
さ
き
の
中
で
、
順
次

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

右
上
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
図
【
計
画

の
構
成
】
に
示
し
た
よ
う
に
、
基

本
構
想
は
平
成
19
年
度
か
ら
始
ま

り
、
目
標
が
達
成
さ
れ
る
の
が
平

成
26
年
度
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
今
回
の
基
本
計
画
は
、

前
半
4
年
間
の
計
画
部
分
を
ま
と

め
た
も
の
で
す
。
後
半
部
分
に
つ

い
て
は
、
平
成
22
年
度
中
に
策
定

す
る
予
定
で
す
。

▲ 加藤大暉くん（あずま小学校）

「総合計画」 
 ってなに？ 

仕組みは 
どうなって 
るの？ 

計画の 
期間は？ 



人
が
参
加
し
、
自
由
に
発
言
や
提

案
が
で
き
る
よ
う
な
主
体
性
を
重

視
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
市
が
事
前
に
定

め
た
個
別
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見

4

市
政
を
効
率
よ
く
進
め
る
た
め
に
は
、
基
本
的
な
計
画
を
決
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
に
分
野
別
基
本
計
画
（
以
下
、
基
本
計
画
）
が
あ
り
ま
す
。

新
た
な
市
民
会
議
で
は
、
こ
の
基
本
計
画
な
ど
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
の
立
場
か
ら
課
題
を
探

り
、
そ
の
解
決
法
を
考
え
る
こ
と
で
、
市
民
と
行
政
が
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
課
（
蕁

（21）
6
7
1
2
）

新
し
い
市
民
会
議
は
、
基
本
計

画
な
ど
を
策
定
す
る
前
に
開
催
さ

れ
ま
す
。

計
画
策
定
の
序
盤
か
ら
市
民
が

参
加
す
る
こ
と
で
、
市
は
市
民
の

声
を
的
確
に
把
握
し
、
市
側
か
ら

は
見
え
に
く
い
課
題
を
つ
か
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
市
民
会
議
に
は
、
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
な
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

新
た
な
市
民
会
議
も
、
多
く
の

を
求
め
ま
し
た
。

新
し
い
市
民
会
議
は
、
基
本
計

画
な
ど
へ
意
見
を
反
映
す
る
こ
と

を
前
提
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
論

点
が
広
が
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
幅
広
い
意
見
や
細
か
な
情
報

な
ど
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

さ
ら
に
身
近
に

も
っ
と
幅
広
く

よ
り
早
く
か
ら

委嘱状交付 

会議の開催、勉強会・現地実習 
 

提言のまとめ 

提言の報告 

分野別基本計画 
などへ反映 
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市
政
が
進
む
方
向
は
、
法
律
や
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ

ま
す
。
分
野
別
基
本
計
画
と
は
、
市
政
を
効
率
よ
く
進
め
、
よ
り
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
環
境
・
教
育
・
人
権
・
福
祉
・
産
業
・
治
安
な

ど
の
各
分
野
に
つ
い
て
、
計
画
の
具
体
的
な
内
容
を
定
め
る
も
の
で
す
。

こ
の
計
画
は
、
次
の
よ
う
に
進
み
ま
す
。

▲ 木々も子どもたちも生き生き

緑地の保全や緑化の推進に関して、その将来像

や目標・施策などを定め、総合的・計画的に実施

する計画です。

具体的には、総合計画の戦略Ⅳ－8－1（2ペー

ジまちづくりの体系図参照）中で、「公園の整備

と緑化推進」に関連する計画として位置付けられ

ています。合言葉は、「緑をまもる」「緑をつくる」

「緑を育てる」です。

21市民会議って、何ですか？

市民の目線からまちづくりを行うため
に設置された会議で、主役は、市民の
皆さんです。「よいまちをつくりたい」
という皆さんの意見や発想を集約する
ための場でもあります。

提言まではどんな日程で進みますか？

8月以降に会議が始まり、何度か会
議・研修を重ね、平成20年2～3月に
提言をまとめます。

初めての参加でも、大丈夫ですか？

市民会議は初めての人でも参加しやす
いよう、工夫を凝らして会議を進める
予定です。

委員の募集はいつごろからですか？

7月ごろに広報紙や市ホームページで
の募集を予定しています。

伊勢崎21市民会議 

分
野
別

分
野
別
 

　
基
本
計
画

　
基
本
計
画
と
は
？
 

分
野
別
 

　
基
本
計
画
と
は
？

計画の検討 

計画立案 

パブリックコメントなど 

計画策定 

計画実施 

市民会議の意見 

▲ 最新の設備による自動化が進む

産業がバランス良く発展するために、商業と工

業のあるべき姿や中長期的な産業振興の方向を示

し、にぎわいのあるまちを目指す計画です。

総合計画の戦略Ⅳ－9－1（2ページまちづくり

の体系図参照）中では、次の2つに関連するもの

として位置付けられています。

●工業の振興と流通機能の強化

●活力ある商業の振興
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差し押さ
え 差し押さ
え 

市税の滞納 

滞納削減への取り組み 

用語解説 

納税相談をご利用ください 

延滞金 
　税の公平性を保つため、納期限を経

過したものについては、本来の税額の

ほかに、法律で定められた延滞金（年

14.6％）が加算されます。うっかり納

め忘れていただけであっても、納期限

に間に合わなければ延滞金が課せられ

てしまいますので、ご注意ください。 

 

督促・催告（＝　）　 
　滞納すると督促状を送付します。そ

の後も納めていただけない場合、単な

る不注意や特別な事情で納められない

場合を考慮し、催告書を発送したり訪

問や電話をしたりして納付をお願いし

ています。 

 

滞納処分 
　督促や催告を行ってもなお納めてい

ただけない人に対しては、財産の差し

押さえを行うことになります。そして、差

し押さえた財産を公売（＝　）し、そ

の代金を市税の未納額に充てることに

なります。 

　納期限内に納めることが困難な人は、お早めにご相談くだ
さい。分割納付などの相談を行っています。督促状を放置し
たり、催告を無視したりしても問題の解決にはなりません。
電話でも窓口でも結構ですので、ぜひ一度ご相談ください。 
期日・会場 
　●月曜日から金曜日まで＝納税課または各支所税務課 
　※祝日は除きます 
　●第4日曜日＝本庁本館1階 
　※午前9時から正午まで、スペイン語とポルトガル語の通
　訳がいます 
時間　午前8時30分～午後5時 

 
 
 
督促　納税者などが納める

べき税を納期限まで
に完納しない場合に、
納付を促すために書
類を発送します 

 
催告　督促状を発送しても

なお完納されない場
合、さらに納付を請
求するために行いま
す。催告には、催告
書の発送や電話によ
る納付請求、自宅や
勤務先への訪問など
があります 

 
公売　本市では、差し押さ

えた自動車やテレビ、
美術品などをインタ
ーネットを使用した
オークションシステ
ムを利用して売却し
ます 

　滞納処分は、自主的に納めていただ

けない場合に、法律に基づく手続きに

より市税の確保を図るものです。滞納

を整理するための費用も、本来は福祉・

教育・建設などの事業に使われるべき

貴重な税金です。市税は市民の皆さん

の財産です。市税を有効に使うため、

納期内の納税にご協力ください。 

 

差し押さえできる財産 
　●不動産（土地・建物など） 

　●動産（家具・テレビ・ピアノ・貴金

　　属・美術品など） 

　●債権（給与・預貯金・賃料の支払

　　請求権・還付金・売掛金など） 

　●その他（バイク・自動車・機械類

　　など） 

▲ 納期限までに納められないときは納税相談を 
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▲ 市税は、子どもから高齢者まで市民の皆さんの住みよい
まちづくりに使われます

市税は、福祉・教育・建設など市民の皆さんが豊かで健
康な暮らしができるための貴重な財源です。しかし、皆さ
んに負担していただいている市税が滞納されると、税の公
平性が保てなくなります。
本市では、きちんと納税している人に不公平が生じない

よう、滞納に対しては厳正に対処します。特に高額な滞納
者や悪質な滞納者に対しては、専門的に特別滞納整理担当
課を設置し、税務署や県税事務所と連携しながら差し押さ
えなどを行い、市税の未納額の回収に取り組んでいます。
税の役割について十分ご理解いただき、それぞれの納期

限までに納めていただくようお願いします。
問い合わせ 納税課（内線2246）または特別滞納整理担
当課（内線2239）

市税の納付 

納税で築くまちづくり 
自主納税 
　納税は定められた期限までに納税者

の皆さんが自主的に納めていただく、

自主納税が原則です。市政の円滑な推

進に市税が有効に生かされるように、

自主納税にご協力ください。 

 

市で取り扱う税 
　●市・県民税 

　●固定資産税、都市計画税 

　●軽自動車税 

　●国民健康保険税など 

 

納付の方法 
　市税は、納税課または各支所税務課

の窓口のほか、金融機関の窓口や口座

振替でも納められます。口座振替は、

一度申し込むと毎年継続されます。納

め忘れがなく、忙しいときでも確実で

安心です。 

　また、軽自動車税は平成19年度から

コンビニエンスストアでも納められるよ

うになりました。身近で、休日・夜間で

も納められるコンビニ納税もぜひご利

用ください。 

※口座振替は、預金残高が不足していると

振り替えできませんのでご注意ください 

 

本市の歳入 
　社会福祉や学校・幼稚園、道路・公

園の整備などに使われる本年度の当初

予算は 660億 8,000 万円で、そのう

ち市税が43.8％（289億1,274万円）

を占めています。市税は、まちづくり

に使われる財源のうち、たいへん重要

な収入となっています。 

市税 
289億1,274万円 
43.8％ 

国・県からもらうお金 
172億3,999万円 
26.1％ 

歳入（平成19年度） 

その他 
136億9,167万円 
20.7％ 

市債 
62億3,560万円 
9.4％ 
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廃
タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・
消
火
器

消
火
器
な
ど
を 

　
有
料

　
有
料
で
回
収
回
収
し
ま
す 

 

廃
タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・
消
火
器
な
ど
を 

　
有
料
で
回
収
し
ま
す 

市
環
境
指
導
員
会
で
は
、
地
域
の
環
境
美
化
や
不
法
投
棄
の
防
止
を
目
的
と
し
て
、
廃
タ
イ
ヤ

や
バ
ッ
テ
リ
ー
、
消
火
器
な
ど
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
左
表
の
物
を
、

下
記
の
日
程
の
と
お
り
有
料
で
回
収
し
ま
す
。（
雨
天
決
行
で
す
）

問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
（
内
線
3
4
0
3
）

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21
（
蕁

（32）
3
1
6
6
）

あ
ず
ま
ダ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
（
蕁

（63）
5
3
0
0
）

清掃リサイクル清掃リサイクル 
　 センターセンター2121

国道354号線 五料橋 

市役所 

南部幹線 

高崎伊勢崎線 

広 
　瀬 
　　川 利

　
根
　
川 

伊
勢
崎
本
庄
線 

柴
町
駒
形
線 

清掃リサイクル 
　 センター21

あずま 
ダストセンター 

あずま支所 

桐生伊
勢崎線

 

大鳥居 

みやまセンター 東消防署 

足利伊勢崎線

どちらの会場にも持ち込むことができます 

時間  午前9時～正午 

日 6
10

日 6
17

清掃リサイクルセンター21あずまダストセンター 
（蕁32－3166） （蕁63－5300） 

料金表 （１本または１個の料金、消費税込み） 

種　類 

バ ッ テ リ ー  

タイヤチェーン 

物 干 し 台  

漬 物 石  

ブ ロ ッ ク  

LPガスボンベ 

消 火 器  

100円 

50円 

200円 

100円 

50円 

200円 

600円（小）、900円（中）、1,200円（大） 

 

 

 

 

 

ホイール 

250円 

450円 

800円 

1,200円 

2,000円 

100円 

料　金 種　類 料　金 

廃
　
タ
　
イ
　
ヤ 

農
　
耕
　
用 

  

1 8 イ ン チ ま で   

4 Ｗ Ｄ 車 用  

 

 

12～14インチ 

15～18インチ 

19～24インチ 

●泥はよく落としてください 
●漬物石のビニールははがしてください 
●事業所の廃タイヤは扱いません 

▲ 年に１度の機会にぜひお持ちください
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表1　国民健康保険税の計算式 表2　負担割合一覧 

表3　納期一覧 

Ａ.医療保険分 限度額56万円 

Ｂ.介護保険分 限度額 9万円 

40歳以上65歳未満 =　　　＋　　　　40歳未満、65歳以上 ＝ Ａ Ｂ Ａ 

（※1）所得割額＝（平成18年分の総所得金額－33万円）× 所得割率（7.6%） 
（※2）資産割額＝（平成19年度固定資産税額土地、家屋）×資産割率（30.0%） 

（※3）所得割額＝（平成18年分の総所得金額－33万円）× 所得割率（1.6%） 
（※4）資産割額＝（平成19年度固定資産税額土地、家屋）×資産割率（6.0%） 

Ａ 
所得割額 

均等割額 
１人につき 
24,000円 

＋ 
＋ ＋ ＝ 

※1

資産割額 
平等割額 

１世帯あたり 
23,000円 

 

※2

Ｂ 
所得割額 均等割額 

１人につき 
7,000円 

＋ ＋ ＋ ＝ 
※3

資産割額 平等割額 
１世帯あたり 
6,000円 ※4

所 得 割  

資 産 割  

均 等 割  

平 等 割  

第 1 期  

第 2 期  

第 3 期  

第 4 期  

第 5 期  

第 6 期  

第 7 期  

第 8 期  

7.6％ 

30.0％ 

24,000円 

23,000円 

1.6％ 

6.0％ 

7,000円 

6,000円 

区分 医療保険分 介護保険分 

7月31日（火） 

8月31日（金） 

10月 1日（月） 

10月31日（水） 

11月30日（金） 

12月25日（火） 

1月31日（木） 

2月29日（金） 

平成20年 

※40歳以上65歳未満の人は、介護保険分も含まれます 

国民健康保険税は 
　　こうして決まります 
国民健康保険税は 
　　こうして決まります 
国民健康保険税は 
　　こうして決まります 

本
年
度
の
国
保
税
の
計
算
方
法

は
表
１
の
と
お
り
で
す
。
本
市
で

は
、
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
数
や
加
入
者
一
人
ひ
と
り

の
前
年
の
収
入
お
よ
び
当
該
年
度

の
資
産
税
額
な
ど
を
も
と
に
計
算

し
ま
す
（
負
担
割
合
は
下
表
２
の

と
お
り
で
す
）。

ま
た
、
７
月
中
旬
に
世
帯
主
あ

て
に
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

世
帯
主
が
加
入
し
て
い
な
い
場
合

で
も
世
帯
内
に
加
入
者
が
い
る
と
、

国
保
税
は
世
帯
主
に
課
税
さ
れ
ま

す
。

※
納
期
の
日
程
は
右
下
表
３
の
と

お
り
で
す

前
年
中
の
所
得
が
一
定
以
下
の

世
帯
は
均
等
割
額
、
平
等
割
額
の

一
部
を
減
額
し
ま
す
。

●
４
割
軽
減
＝
加
入
者
世
帯
の
総

所
得
金
額
が
33
万
円
と
加
入
者
（
世

帯
主
は
除
き
ま
す
）
一
人
に
つ
き

24
万
５
千
円
を
加
算
し
た
金
額
を

超
え
な
い
世
帯

●
６
割
軽
減
＝
加
入
者
世
帯
の
総

所
得
金
額
が
33
万
円
を
超
え
な
い

世
帯

※
所
得
の
申
告
が
済
ん
で
い
な
い

人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

国
保
税
の
減
額
措
置

国
保
税
の
計
算
方
法
と
納
期

▲ みんなで支える、大切な健康

健康で明るい生活を送るために、わが国ではすべて

の人が公的医療保険に加入することになっています

（国民皆保険制度）。国民健康保険は加入者が国民健康

保険税（以下、国保税）を出し合い支え合う保険制度

です。この大切な制度を守っていくため、皆さんのご

協力をお願いします。

問い合わせ 国民健康保険課（内線2129）または各

支所住民課
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幼
稚
園
に
子
ど
も
を
通
園
さ
せ

て
い
る
家
庭
に
保
育
料
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

本
年
度
か
ら
小
学
１
・
２
年
生

の
兄
・
姉
が
い
る
場
合
は
、
在
園

児
を
第
２
子
以
降
と
し
て
数
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
下
表

の
「
通
常
の
場
合
」
と
「
小
学
１

２
年
生
の
兄
・
姉
が
い
る
場
合
」

を
比
較
し
て
、
有
利
な
基
準
で
補

助
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
在
住
の
下
表
に
該

当
す
る
世
帯

※
市
外
の
認
可
済
み
幼
稚
園
に
子

ど
も
を
通
園
さ
せ
て
い
る
家
庭
も

対
象
に
な
り
ま
す

※
申
請
書
（
調
書
）
は
６
月
中
旬

に
各
幼
稚
園
で
配
布
し
ま
す

幼
稚
園
に
第
３
子
以
降
の
子
ど

も
を
通
園
さ
せ
て
い
て
就
園
奨
励

費
補
助
事
業
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
家
庭
の
う
ち
、
所
得
の
低
い
家

庭
の
保
育
料
を
無
料
化
（
軽
減
措

置
）
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
在
住
の
市
民
税
所

得
割
課
税
額
が
３
４
、
５
０
０
円

以
下
の
家
庭

※
市
外
の
認
可
済
み
幼
稚
園
に
子

ど
も
を
通
園
さ
せ
て
い
る
家
庭
も

対
象
に
な
り
ま
す

補
助
（
減
免
）
金
額
　
幼
稚
園
就

園
奨
励
費
補
助
金
と
合
わ
せ
て
次

の
と
お
り
で
す

●
市
立
幼
稚
園
は
、
年
額
保
育
料

分
７
０
、
８
０
０
円
を
限
度
と
し

ま
す

※
あ
か
ぼ
り
幼
稚
園
と
あ
ず
ま
幼

稚
園
は
、
年
額
保
育
料
分
５
４
、

０
０
０
円
を
限
度
と
し
ま
す

●
私
立
幼
稚
園
は
、
年
額
２
０
４
、

０
０
０
円
を
限
度
と
し
ま
す

＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

申
し
込
み

各
幼
稚
園
へ

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
（
内

線
２
４
３
０
）
ま
た
は
各
支
所
教

育
課

就
園
奨
励
費
補
助
事
業

第
３
子
以
降
保
育
料

無
料
化
（
軽
減
）
事
業

平成１9年度幼稚園就園奨励費補助金の保育料補助（減免）限度額基準表 

市
立
幼
稚
園 

私
立
幼
稚
園 

あ
か
ぼ
り
・ 

あ
ず
ま
幼
稚
園 

※父母ともに市民税が課税されている場合はその合計額になります 
※未申告の人は対象になりません 

 
平成19年度に納入すべき
市民税額による階層区分 

非課税となる世帯 
（生活保護世帯を含む） 
 

均等割だけ課税になる世帯 
（所得割非課税世帯） 
 

非課税となる世帯 
（生活保護世帯を含む） 
 

均等割だけ課税になる世帯 
（所得割非課税世帯） 
 

非課税となる世帯 
（生活保護世帯を含む） 
 

均等割だけ課税になる世帯 
（所得割非課税世帯） 
 

所得割課税額が34,500円
以下となる世帯 
 

所得割課税額が183,000円
以下となる世帯 

 

20,000円  
 
 
 

 

15,200円  
 
 
 

141,900円 
  
 

107,600円 
  
 

81,700円 
 
 

57,500円 

1人就園の場合および
同一世帯から2人以上
就園している場合の最
年長者 

 

38,000円  
 
 
 

 

28,900円  
 
 
 

185,000円 
  
 

162,000円 
  
 

143,000円 
 
 

127,000円 

同一世帯から2人以上
就園している場合の次
年長者 

同一世帯から3人以上
就園している場合の左
以外の園児 

 

66,000円  
 
 
 

 

50,300円  
 
 
 

257,000円 
  
 

250,000円 
  
 

245,000円 
 
 

240,000円 

通常の場合 
小学1・2年生の兄・姉 

 

26,000円  
 
 
 

 

19,800円  
 
 
 

157,000円 
  
 

126,000円 
  
 

103,000円 
 
 

81,000円 

1人就園の場合および
同一世帯から2人以上
就園している場合の最
年長者 

同一世帯から2人以上
就園している場合の左
以外の園児 

 

32,000円  
 
 
 

 

24,400円  
 
 
 

171,000円 
  
 

144,000円 
  
 

123,000円 
 
 

104,000円 

小学１・2年生の兄・姉がいる場合 

（第1子） （第2子） （第3子以降） （第1子） （第2子） （第3子以降） 

・

▲ 子どもの成長を応援します
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本市では、来年4月採用の一般行政職の職員採用試験を行います。
「試験案内」および「試験申込書」は、6月1日（金）から15日（金）まで、
職員課および各支所庶務課で交付しています（午前9時～午後5時、土・日曜
日は除きます）。
書類を郵送で請求する場合は、封筒に「職員採用試験申込書請求」と朱書

きし、切手140円分をはった返信用封筒（A4の申込書が入るサイズ）を同封
してください。また、市ホームページから印刷することもできます。
受験の申込書類の提出は、原則として受験者本人が職員課に持参してくだ

さい。持参できない場合は、代理または郵送でも受け付けます。
書類の提出・問い合わせ

職員課（〒372－8501 今泉町二丁目410、内線2312）

募集一覧 

試験 
方法 

1次 
試験 
 
2次 
試験 
 

試験区分 

採用予定人員 

受験資格 

申込受付期間 

試験日 

事務Ⅰ 

大卒程度の教養 
試験・適性検査 

大卒程度の専門試験・適性検査 

集団討論・面接 

技　術 

保健師 土　木 電　気 

13人 2人 2人 2人 

昭和55年4月2日から昭和61年4月1日までに生まれた人 

6月4日（月）から15日（金）までの午前9時～午後5時 
（土・日曜日は除きます。郵送の場合は6月15日の消印まで有効） 

 
1次試験＝7月29日（日）　　 
2次試験＝8月27日（月）を予定しています 
 

※採用予定人員については、現時点での予定であり今後変更になることがあります 
●第2次募集について 
　第2次募集は、事務Ⅱ（大卒・大卒見込みの人は除きます）・実務経験者（１級建築士）・幼
稚園教諭の募集を予定しています。詳細は広報いせさき8月1日号および市ホームページに掲載
します。なお、第1次募集に応募した人は、第2次募集に応募できません。 

保健師資格を有
する人または採
用時までに取得
見込みの人（未
取得の場合は採
用を取り消しま
す） 

 
土木に関する専
門課程を修了ま
たは修了見込み
の人 

電気工学に関す
る課程を修了ま
たは修了見込み
の人（採用後、電
気主任技術者の
免許を取得して
いただきます） 

 
 

学歴は 
問いません 

 

蜷

親
し
み
や
す
い
窓
口
対
応
を
心
が
け
て
い
ま
す
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市民病院では、本年7月1日採用の職員を次のとおり募集します。採

用試験申込書は、市民病院2階総務課で交付します。申込書は、病院

ホームページ（http://www.hospital.isesaki.gunma.jp/）から印刷

することもできます。

なお、郵送による書類の請求、受付はできませんので、受験者本人

または代理人が直接手続きをしてください。

書類の提出・問い合わせ 市民病院総務課（蕁25－5022）

人
間
の
尊
厳
は
、
過
去
に
幾

度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
た
国
内

外
の
戦
争
の
中
で
、
人
間
自
身

に
よ
っ
て
、
失
わ
れ
そ
う
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で

も
人
間
は
、
人
間
の
尊
厳
を
守

り
、
将
来
の
世
代
を
救
う
た
め
、

多
く
の
勇
気
と
努
力
を
結
集
し
、

世
界
平
和
を
築
き
上
げ
て
き
ま

し
た
。

人
間
は
一
人
で
は
生
き
て
い

け
ま
せ
ん
。
常
に
ほ
か
の
誰
か

を
頼
り
、
ほ
か
の
誰
か
と
一
緒

に
生
き
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ

は
国
や
社
会
に
お
い
て
も
同
じ

こ
と
が
い
え
ま
す
。

一
つ
の
国
や
社
会
の
中
に
、

多
く
の
文
化
が
共
生
す
る
こ
と

は
、
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
分
の
価
値
観
を
ほ
か

の
人
に
無
理
に
押
し
付
け
よ
う

と
せ
ず
、
お
互
い
の
違
い
を
認

め
合
い
、
共
に
協
力
し
合
え
ば

で
き
る
こ
と
で
す
。

ま
た
そ
う
す
る
こ
と
で
、
今

ま
で
分
か
ら
な
か
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
が
、
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
毎
日
の
生
活

の
中
で
、
少
し
ず
つ
努
力
す
る

こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
人

間
の
尊
厳
を
大
切
に
し
、
お
互

い
を
認
め
合
う
こ
と
は
、
私
た

ち
の
責
務
で
あ
り
、
多
く
の
文

化
が
共
生
す
る
こ
と
は
、
世
界

の
平
和
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
て

い
く
こ
と
に
、
国
籍
や
国
家
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
も
が
そ

の
権
利
を
、
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
、
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

＊
　
　
　
　
＊

本
市
に
は
、
平
成
19
年
３
月

31
日
現
在
で
56
か
国
、
１
１
、

７
９
１
人
の
外
国
籍
の
人
が
在

住
し
て
お
り
、
世
界
各
国
の
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
に
、
直
接
ふ
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

言
葉
や
文
化
の
違
い
を
理
解

し
合
い
、
世
界
中
に
一
人
し
か

い
な
い
人
間
と
し
て
お
互
い
に

認
め
合
う
こ
と
で
、
多
文
化
の

共
生
と
世
界
平
和
を
、
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
築
い
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

（
国
際
課
）

人権は　世界の人にも　あなたにも（赤堀中　阿部友里恵さん）

職種・採用人員
①看護員（看護師・准看護師） 若干名
②薬剤師　1人

年齢および資格要件
①看護員＝昭和42年4月2日以降に生まれた人で必要
な免許を有する人
②薬剤師＝昭和54年4月2日以降に生まれた人で必要
な免許を有する人

交付・受付期間 6月6日（水）から20日（水）まで
※土・日曜日は除きます

受付時間 午前9時～午後5時
試験日 6月26日（火）
※詳細は本人あてに通知します

試験方法 面接試験・健康診断
住所要件 通勤可能な範囲に在住の人
給与その他の条件 市の条例などの規定によります
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h
ttp
://w

w
w
.lib
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saki.g
u
n
m
a.jp

あずま図書館 

境図書館 

赤堀図書館 

今月の休館日 

伊勢崎市図書館 
■おはなしタイム

期日 ６月９日（土）
時間 午後２時30分開始
会場 視聴覚室
内容 「しろつめ草の会」の皆さんによる
絵本や紙芝居の読み聞かせ、パネルシア
ター「あめふりくまのこ」など

■人形劇工房「やまねこ座」による人形劇
「おおきなかぶ・ふしぎな笛吹き」

期日 ６月10日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■名作映画劇場
「嵐を呼ぶ男」

期日 ６月13日（水）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■こどもアニメシアター
「ふたりはプリキュア　マックスハート」

期日 ６月17日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■名作シアター
「幸福の黄色いハンカチ」

期日 ６月24日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■アニメ映画チラシ展
期間 ６月17日（日）まで
会場 ミニギャラリー
内容 ポケットモンスターやラブandベリー
などの映画チラシを展示します

■人形劇団「貝の火」による人形劇
「ブレーメンの音楽隊」

期日 ６月30日（土）
時間 午後２時開始
会場 ２階集会室

■おはなし会

期日 土曜日
時間 午前11時と午後２時の２回
会場 １階児童室
内容 職員による絵本や紙芝居の読み聞かせ

伊勢崎市図書館
水曜日と12日（火）から18日（月）まで（蔵書整
理期間）

赤堀図書館
第1・3火曜日と29日（館内整理日）

あずま・境図書館
月曜日と29日（館内整理日）

市民プラザ図書室
第2・4火曜日

■こども映画会

「森のリトル・ギャング」
期日 ６月23日（土）
時間 午後２時開始
会場 講座室
内容 冬眠から目覚め、おなかをすかせた
動物たち。人間の家には、おいしい食べ
物があると知り…

■「たんぽぽの会」の皆さんによる読み聞

かせ
期日 ６月16日・７月７日の土曜日
時間 午後２時30分開始
会場 絵本コーナー

■「子馬の会」の皆さんによる読み聞かせ
期日 ６月９日（土）
時間 午後２時開始
会場 赤堀芸術文化プラザロビー

■子ども放送局
期日 ６月９日・16日・23日・７月７日
の土曜日

時間 午前11時～11時45分
（23日は正午まで）

会場 赤堀芸術文化プラザロビー
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▲ 波志江沼のほとりをウオーキング

蜻
ド
ジ
ョ
ウ
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は

▲ 息の合ったダンスショー

５月３日、来年開催される「第
25回全国都市緑化ぐんま
フェアｉｎいせさき」のプレ
イベントとして､「健康とふ
れあいウオーキング＆花
植え」が波志江沼環境ふ
れあい公園を中心に行わ
れ、大勢の参加者が新緑
の休日を楽しんでいました。 

さ
わ
や
か
な
風
と
一
緒
に

５月３日から５日まで、グリーンフェス
タ2007が華蔵寺公園で開催されまし
た。初夏を思わせる日差しの中、苗木
の無償配布やダンスショー、ガーデニ
ング教室、マス・ドジョウのつかみ取り
などさまざまなイベントが行われ、
訪れた大勢の人でにぎわいました。 

グリーンフェスタが盛大に開催 

蜷
親
子
で
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
コ
ス
モ
ス
の
花
植
え

蜷
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
で
の
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り



15

蜷
特
例
市
移
行
と
こ
れ
か
ら
の
本
市
に
つ
い
て

講
演
し
た
石
原
信
雄
さ
ん

▲ 本市のさらなる飛躍と発展への決意を示した矢内市長

▲ 学生訪問団の皆さんと一緒に

蜷
趣
向
を
凝
ら
し
た
大
型
紙
芝
居

▲ 委嘱状を受け取る市政モニター

本市が４月１日に特例市へと移行
したことを記念し、４月27日に特
例市移行記念式典が文化会館で
開催され、スライドの上映や本市
の名誉市民である石原信雄さん
の講演などが行われました。また、
前日の26日には前夜祭として、本
市出身の神谷郁代さんによるピ
アノリサイタルが開かれました。 

特例市スタート 

友好都市となっている馬鞍山市
の第二中学校訪問団が来伊。５
月１日には矢内市長への表敬
訪問の後、市立伊勢崎高校での
歓迎交歓会に出席しました。生
徒を中心とした交歓会では、両
校からたくさんの出し物が披露
され、皆さんは時間のたつのも
忘れて交流を深めていました。 

初めての学生訪問団 
ま  あんしゃん 

▲ 第二中学校の生徒による中国歌曲の合唱

４月28日､「いせさき読書まつり」
があずま公民館を中心に開催さ
れました。朗読や紙芝居の発表、
絵本作家のにしまきかやこさん
による講演などいろいろな催し
が行われ、参加した皆さんは改め
て読書の魅力を感じていました。 

読
書
で
自
分
の
 

　
世
界
を
広
げ
よ
う

４月25日、市政モニター委嘱状
交付式が市役所本庁で行われ、
本年度の市政モニターとなった
20人に矢内市長から委嘱状が
手渡されました。これから一年間、
皆さんには市政モニターとして
の活躍が大いに期待されます。 

市
民
の
声
を
市
政
に
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期
日

６
月
16
日
（
土
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場

い
せ
さ
き
明
治
館

演
題

ピ
ア
ノ
は
語
る
黒
羽
根
内

科
医
院
旧
館
の
あ
の
日
、
あ
の
頃

内
容

昭
和
30
年
代
に
購
入
さ
れ

た
ピ
ア
ノ
を
通
し
て
医
院
の
思
い

出
を
語
り
ま
す

講
師

森
村
富
二
男
さ
ん
（
明
和

幼
稚
園
（
前
橋
市
）
園
長
）

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
ま
ち
ガ
イ

ド
の
伊
比
さ
ん（
蕁
（24）
９
３
１
５
）

期
日

６
月
23
日
（
土
）

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分会
場

境
公
民
館

内
容

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
・
ス
ク
リ
ー

ン
シ
ア
タ
ー
・
大
型
紙
芝
居
な
ど

出
演
団
体

た
ん
ぽ
ぽ
の
会
・
島

っ
子
の
会
・
ひ
ま
わ
り
の
会
・
に

じ
の
会

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ

境
読
み
聞
か
せ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
の
岡
村
ル
ミ
子

さ
ん
（
蕁
（74）
４
７
９
１
）

期
日

６
月
21
日
（
木
）

時
間

午
前
11
時
〜
午
後
１
時
30

分会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

販
売
品

中
古
衣
類
・
寄
贈
品
・

農
産
物
・
手
作
り
菓
子
な
ど

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー

チ
の
会
事
務
局（
蕁
（21）
９
１
１
２
）

期
日

６
月
10
日
（
日
）

時
間

午
後
１
時
15
分
〜
４
時
30

分会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

対
象

言
葉
や
発
達
の
遅
れ
が
気

に
な
る
子
ど
も
や
、
発
達
障
害
・

知
的
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
保
護

者定
員

10
組
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す内
容

子
ど
も
の
言
葉
や
発
達
の

遅
れ
、
子
育
て
に
つ
い
て
個
別
に

相
談
に
応
じ
ま
す

※
親
子
で
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
無
料
で
託
児
で
き
ま
す

相
談
員

竹
原
幸
枝
さ
ん
（
社
会

福
祉
士
）
ほ
か

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月

８
日
（
金
）
の
午
後
６
時
ま
で
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
樫か

し

の
木
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
蕁
（30）
５
０
１
１
）

期
日

６
月
16
日
（
土
）

時
間

午
前
10
時
〜
11
時

会
場

住
吉
会
館
（
緑
町
）

販
売
品

手
作
り
菓
子
・
常
備
菜

退
蔵
品
な
ど

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
友
の
会
の

高
田
典
子
さ
ん（
蕁
（26）
１
２
０
３
）

受
験
資
格

昭
和
61
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

受
付
期
間

６
月
26
日
（
火
）
か

ら
７
月
３
日
（
火
）
ま
で

※
申
し
込
み
用
紙
は
伊
勢
崎
税
務

署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

試
験
日

第
１
次
試
験
＝
９
月
９

日
（
日
）

※
第
２
次
試
験
は
第
１
次
試
験
の

合
格
通
知
書
で
指
定
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

伊
勢

崎
税
務
署（
蕁
（25）
４
０
４
５
）

■伊勢崎市役所 　24－5111 
■赤堀支所 　62－1151 
 
■火災情報案内 　018－099－2999

■あずま支所 　62－1311 
■境支所 　74－1111 
 

39

「スポーツをしているというと、何だか特別なことを
頑張っているように聞こえますが、本来スポーツはも
っと垣根が低いものなんですよ」と語るのは、スポー
ツの普及を目指している県公認スポーツプログラマー
の平林知巳さんです。
平林さんは、手軽にスポーツを始められる「はつら

つ健康教室」の講師を務めるほか、地域で気軽にスポ
ーツに取り組むことを目的とした「伊勢崎西部スポー
ツクラブ」を設立。「多くの人が身近な場所で仲間を見
つけてスポーツに親しめるように、スポーツの楽しさ
を伝えていきたいですね」と語る平林さんの目は輝い
ていました。 （17ページを参照）

県公認スポーツプログラマー
平林　知巳さん（連取町）

第
４
回

い
せ
さ
き
明
治
館
語
部
の
集
い

発
達
の
遅
れ
が
気
に
な
る
子
ど
も

子

育

て

相

談

会

福

祉

バ

ザ

ー

第
16
回

人
形
劇
と
お
話
の
会

友

愛

セ

ー

ル
・

税
務
職
員
（
国
家
公
務
員

採
用
Ⅲ
種
）
試
験

催
し 



期
日

７
月
１
日
・
８
日
・
15
日

22
日
の
日
曜
日
と
14
日
（
土
）（
全

５
回
）

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場

い
せ
さ
き
市
民
の
も
り
公

園対
象

就
学
１
年
前
か
ら
小
学
６

年
生

内
容

基
本
か
ら
応
用
、試
合
ま
で

参
加
料

５
０
０
円
（
保
険
料
）

申
し
込
み

６
月
25
日
（
月
）
ま

で
に
直
接
市
民
体
育
館
へ

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
市
民
体
育
館
内
、
蕁
（30）
１
３
０

２
）ま
た
は
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
協
会
の
重
田
さ
ん
（
蕁
（26）
５
２

２
２
）

期
日

７
月
８
日
（
日
）

時
間

午
前
８
時
30
分
開
会

会
場

市
民
体
育
館

参
加
資
格

●
市
内
ま
た
は
玉
村
町
内
に
在
住

在
勤
・
在
学
の
人

●
市
内
ま
た
は
玉
村
町
内
の
加
盟

団
体
に
所
属
し
て
い
る
人

※
本
大
会
は
、
11
月
に
開
催
さ
れ

る
県
民
体
育
大
会
（
秋
季
大
会
）

の
本
市
代
表
選
手
選
考
の
参
考
と

し
ま
す

種
別
・
種
目

●
シ
ン
グ
ル
ス
＝
小
学
生
男
・
女
、

中
学
生
男
・
女
、
高
校
生
男
・
女
、

一
般
男
・
女
、
30
歳
以
上
男
子
、

40
歳
以
上
男
子
、
50
歳
以
上
男
子
、

30
歳
以
上
女
子

●
団
体
戦
＝
男
・
女

出
場
制
限

●
シ
ン
グ
ル
ス
＝
１
人
１
種
目
ま
で

●
団
体
戦
＝
同
一
団
体
の
編
成
と

し
、
各
団
体
の
参
加
チ
ー
ム
は
３

チ
ー
ム
ま
で

※
小
学
生
は
シ
ン
グ
ル
ス
だ
け
で
す

参
加
料

●
シ
ン
グ
ル
ス
＝
９
０
０
円

※
小
・
中
学
生
５
０
０
円

●
団
体
戦
＝
３
、
０
０
０
円

※
中
学
生
１
、
５
０
０
円

※
当
日
、
直
接
会
場
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月

22
日
（
金
）
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
（
市
民
体
育
館
内
、
蕁
（30）
１

３
０
２
）
ま
た
は
市
卓
球
協
会
の

木
村
良
一
さ
ん（
蕁
（25）
１
３
９
１
）

期
日

６
月
22
日
（
金
）

時
間

正
午
〜
午
後
５
時

会
場

伊
勢
崎
イ
モ
ン
ボ
ウ
ル（
柳

原
町
）
な
ど
県
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
協

会
加
盟
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

※
１
人
２
ゲ
ー
ム
を
無
料

※
貸
靴
代
３
０
０
円
は
自
己
負
担

で
す

申
し
込
み

当
日
、
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

県
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

協
会
（
蕁
０
２
７
―
２
６
６
―
０

６
３
１
）
ま
た
は
伊
勢
崎
イ
モ
ン

ボ
ウ
ル
（
蕁
（26）
１
２
２
５
）
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ス
ポ
ー
ツ 

ラ

グ

ビ

ー

教

室
・

第
27
回

会
長
杯
争
奪
卓
球
大
会

・

秋にまくための菜の花の種取りを行います。終了後は、焼き
まんじゅうとキノコ汁を試食します。また、季節の野菜や花の
苗などの販売も行います。
期日 6月17日（日）
時間 午前9時～11時
会場 男

お

井
い

戸
ど

川遊水池予定地（殖蓮小学校東、JR両毛線北側）
用意する物 軍手・長靴・おわん・はし
参加料 無料
問い合わせ 伊勢崎アシスタンスセンターの木村さん（蕁25－1793） ▲ 一面に広がる菜の花畑

うえはす菜の花畑種取りイベント

日ごろ運動不足を感じていませんか。日常生活の中で手軽に取

り組める運動をそれぞれの体力に応じて紹介します。無理せず始

め、健康づくりのための運動を習慣付けましょう。申し込みは不

要ですので、皆さん気軽にご参加ください。

期日 7月1日から平成20年3月2日までの第1日曜日

※8月5日は除きます

※雨天の場合は中止です

時間 午前10時～正午

※午前9時30分受付開始

会場 西部公園（連取本町）・せせらぎ公園（堀下町）・あずま

総合運動公園（田部井町）・御嶽山自然の森公園（境上武士）

の4か所で同時開催

対象 市内に在住の人

※健康に不安のある人、運動制限のある人はご遠慮ください

内容 楽しく体を動かし、ウオーキング・ジョギングをより軽快

に楽しむことを目的とし、ストレッチや簡単筋トレ、ウオーキ

ングなどを行います

講師 群馬スポーツプログラマー協会の皆さん

参加料 無料

用意する物 動きやすい服装・タオル・飲み物（水分補給のため）

問い合わせ 健康管理センター（蕁23－6675）

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
日

県

民

無

料

招

待



期き

間か
ん

８
月が

つ

３み
っ

日か

（
金

き
ん
よ
う
び）

か
ら
13

日に
ち

（
月

げ
つ
よ
う
び）

ま
で

訪ほ
う

問も
ん

先さ
き

クく

ラら

イい

スす

トと

チち

ャゃ

ーー

チち

市し

リり

カか

ーー

トと

ンん

高こ
う

校こ
う

定て
い

員い
ん

11
人に

ん

※
原げ

ん

則そ
く

と
し
て
高こ

う

校こ
う

生せ
い

と
し
ま
す

滞た
い

在ざ
い

方ほ
う

法ほ
う

現げ
ん

地ち

高こ
う

校こ
う

生せ
い

家か

庭て
い

で

の
ホほ

ーー

ムむ

スす

テて

イい

参さ
ん

加か

料り
ょ
う

２
１
０
、
０
０
０
円え

ん

程て
い

度ど申も
う

し
込こ

み
・
問と

い
合あ

わ
せ

６
月が

つ

24
日か

（
日

に
ち
よ
う
び）

ま
で
に
境さ

か
い

ニに

ュゅ

ーー

ジじ

ーー

ラら

ンん

ドど

友ゆ
う

好こ
う

協き
ょ
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う

の
小こ

幡は
た

俊と
し

義よ
し

さ
ん
（
蕁
０
９
０
―
５
１
９

２
―
０
０
５
３
）

活
動
日

第
１
・
３
土
曜
日

※
７
月
７
日
（
土
）
開
始

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場

境
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
境

上
武
士
）

対
象

幼
稚
園
児
か
ら
小
学
生

内
容

初
歩
の
ル
ー
ル
か
ら
分
か

り
や
す
く
丁
寧
に
教
え
、
囲
碁
を

通
し
て
考
え
る
力
や
集
中
力
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を

育
て
ま
す

講
師

加
悦
正
昭
さ
ん
ほ
か

会
費

月
１
、
０
０
０
円

※
別
途
教
材
費
が
必
要
で
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

７
月

７
日
（
土
）
ま
で
に
境
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
蕁
（74）
５
２
９
４
）

活
動
日

第
２
・
４
土
曜
日

時
間

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

会
場

北
公
民
館

内
容

ギ
タ
ー
や
マ
ン
ド
リ
ン
を

弾
き
ま
す

講
師

金
子
勝
也
さ
ん

会
費

月
２
、
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ

代
表
の
小
川
四
郎

さ
ん
（
蕁
（24）
０
８
６
４
）
ま
た
は

下
城
雅
子
さ
ん（
蕁
（24）
４
８
７
５
）

期
日

６
月
23
日
か
ら
７
月
28
日

ま
で
の
土
曜
日
（
全
６
回
）

時
間

午
後
６
時
〜
７
時
30
分

※
初
回
は
午
後
５
時
に
集
合
し
て

く
だ
さ
い

会
場

絣
の
郷
（
市
民
交
流
館
）

対
象

小
学
生
か
ら
高
校
生

定
員

30
人

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

伊
勢

崎
和
太
鼓
の
半
田
孝
さ
ん
（
蕁
（32）

７
７
７
１
）

活
動
日

月
曜
日

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

文
化
会
館

会
費

大
人
＝
１
５
、
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
＝
１
０
、
０
０
０
円

公
演
日

12
月
８
日
（
土
）

申
し
込
み

活
動
日
に
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

代
表
の
尾
内
本
典

さ
ん
（
蕁
（25）
４
３
７
７
）

活
動
日

水
曜
日
（
月
４
回
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

県
立
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

プ
ラ
ザ
（
下
触
町
）

対
象

お
お
む
ね
60
歳
以
上

内
容

ル
ン
バ
、
ワ
ル
ツ
、
タ
ン

ゴ
の
基
本

講
師

西
倉
喜
久
江
さ
ん

会
費

月
１
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

代
表

の
遠
藤
一
さ
ん（
蕁
（25）
３
８
８
５
）

ま
た
は
西
倉
喜
久
江
さ
ん
（
蕁
（25）

６
９
０
０
）

18

募
集 

ニに

ュゅ

ーー

ジじ

ーー

ラら

ンん

ドど

青せ
い

少し
ょ
う

年ね
ん

訪ほ
う

問も
ん

団だ
ん

員い
ん

募ぼ

集し
ゅ
う

子
ど
も
囲
碁
ア
カ
デ
ミ
ー

境
教
室
生
徒
募
集

ふ
れ
あ
い
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

和

太

鼓

体

験

教

室

参
加
者
募
集

伊
勢
崎
第
九
を
歌
う
会

会
員
募
集

オ
リ
ー
ブ
中
央
会
員
募
集

休日の漏水修繕などについては、竜宮浄水場
（蕁24ー1760）または下記の水道指定工事店
へ連絡してください。

6月16日（土）
6月17日（日）
6月23日（土）
6月24日（日）
6月30日（土）

（有）矢島設備
（有）吹上設備工業
（株）阿久津建設
（有）穂詮設備工業
関川建設（株）

蕁24ー5840
蕁76ー0406
蕁62ー1242
蕁32ー0875
蕁62ー3450

市民参加による開かれた行政改革を推進するため、12人の
委員のうち3人を募集します。
募集人数 3人（男1人・女2人）
※報酬はありません

応募資格 市内に1年以上在住の20歳以上の人
委嘱期間 8月1日（水）から平成21年7月31日（金）まで
の2年間
応募方法 応募用紙に必要事項を記入し、直接または郵送・
ファクス・メールで事務管理課へ
※応募用紙は事務管理課に用意してあります。また、市ホ
ームページからもダウンロードできます
あて先 〒372－8501 今泉町二丁目410 市役所事務管
理課
ファクス番号 23－9800
メールアドレス jimukan@city.isesaki.lg.jp
申込締切日 6月29日（金）必着
※応募用紙の内容をもとに選考し、結果は書面で応募者全
員に通知します
問い合わせ 事務管理課（内線2344）

平
へい

成
せい

19年
ねん

度
ど

第
だい

1回
かい

外
がい

国
こく

人
じん

共
きょう

生
せい

会
かい

議
ぎ

日
に

本
ほん

を含
ふく

むさまざまな国
くに

の人
ひと

たちが集
あつ

まり、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

などについて話
はな

し合
あ

います。傍
ぼう

聴
ちょう

は自
じ

由
ゆう

です。さ

まざまな国
くに

の人
ひと

たちの意
い

見
けん

や考
かんが

えを聞
き

いてみませんか。

期
き

日
じつ

6月
がつ

10
とお

日
か

（日
にちようび

）

時
じ

間
かん

午
ご

後
ご

1時
じ

30分
ぷん

～4時
じ

会
かい

場
じょう

絣
かすり

の郷
さと

（市
し

民
みん

交
こう

流
りゅう

館
かん

）

問
と

い合
あ

わせ 国
こく

際
さい

課
か

（内
ない

線
せん

2114）



活
動
日

水
曜
日

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場

宮
郷
公
民
館

会
費

月
１
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

代
表

の
森
さ
ん
（
蕁
（22）
４
２
１
２
）

活
動
日

月
曜
日

時
間

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

宮
郷
公
民
館

対
象

簡
単
な
韓
国
語
の
読
み
書

き
が
で
き
る
人

講
師

安あ
ん

相さ
ん

美み

さ
ん

会
費

月
２
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

代
表

の
内
山
さ
ん
（
蕁
（24）
６
１
７
３
）

期
日

６
月
23
日
（
土
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

茂
呂
公
民
館

対
象

小
学
生

※
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
で
参
加

で
き
ま
す

定
員

20
人

内
容

ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
使
っ
て

発
泡
入
浴
剤
を
作
り
ま
す

講
師

木
原
政
江
さ
ん

参
加
料

１
人
２
０
０
円
（
材
料

費
）

用
意
す
る
物

作
品
を
持
ち
帰
る

箱申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月

13
日
（
水
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
茂
呂
公
民
館
（
蕁

（25）
２
６
７
１
）

期
日

６
月
21
日
か
ら
７
月
19
日

ま
で
の
木
曜
日
（
全
５
回)

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

茂
呂
公
民
館

定
員

15
人

講
師

清
水
香こ

う

東と
う

さ
ん

参
加
料

１
、
０
０
０
円

用
意
す
る
物

書
道
用
具
一
式

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月

11
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
茂
呂
公
民
館
（
蕁

（25）
２
６
７
１
）

19

長年にわたり、社会のさまざまな分野で地道な活動を続け
られ、地域社会や業界の発展に貢献された人の功績をたたえ
る春の叙勲・危険業務従事者叙勲・褒章・県総合表彰者が発
表されました。
本市からは次の１団体・27人の皆さんが表彰されました。

（敬称略）

叙勲受章者
【旭日小綬章】
牛久保智昭（77歳、元サンデン（株）社長、寿町）
小此木董一（76歳、元市議会議員、除ケ町）
小此木博（75歳、全日本パン協同組合連合会会長、除ケ町）
矢内忠明（72歳、元市議会議員、波志江町）
【旭日双光章】
小黒三郎（84歳、養豚業・元境町議会議員、境三ツ木）
高木敏雄（78歳、元境町議会議員、境木島）
【瑞宝双光章】
高木栄一（75歳、元県教育委員会事務局管理部長、馬見塚町）
竹田信朗（74歳、元公立小学校長、波志江町）
危険業務従事者叙勲受章者
【瑞宝単光章】
渋沢敬太郎（76歳、元県警部、連取町）
高橋宗雄（70歳、元法務事務官、戸谷塚町）
茂木善次郎（76歳、元県警視、安堀町）
褒章受章者
【黄綬褒章】
大須賀治郎（56歳、知的障害者更生施設「つつじヶ丘光の園」
主任指導員、赤堀今井町二丁目）

【藍綬褒章】
木村恵登（75歳、保護司、市場町一丁目）
根立秀治（71歳、調停委員、本町）
県総合表彰受賞者
【地方自治功労】
本木経明（69歳、市議会議員、山王町）
野田文雄（57歳、市議会議員、緑町）
【税務功労】
杉原俊夫（65歳、県法人会連合会副会長、曲輪町）
【生活功労】
群馬婦友会（国際交流を通じた女性活動、本町）
木島勝恵（68歳、県くらしの会連絡協議会副会長、境萩原）
【保健功労】
品田稔子（59歳、伊勢崎佐波医師会病院看護部長、田部井町
一丁目）
関口茂子（58歳、鶴谷病院看護部長、境島村）
【環境功労】
下城茂夫（71歳、環境保護活動、下植木町）
伊勢屋ふじこ（51歳、県環境審議会委員、馬見塚町）
【農水産業功労】
岩崎良雄（74歳、県農業機械商業協同組合顧問、鹿島町）
【商工功労】
辺見勇（75歳、中小企業診断協会群馬県支部副支部長、喜多
町）
羽鳥基宏（60歳、県金型工業会副会長、宮前町）
【交通功労】
横堀太（66歳、市交通指導員副隊長、大手町）
【教育・文化功労】
荒川真一（74歳、県茶道会相談役、境栄）

春の叙勲・危険業務従事者叙勲・ 
褒章・県総合表彰 

 

春の叙勲・危険業務従事者叙勲・ 
褒章・県総合表彰 

 

春の叙勲・危険業務従事者叙勲・ 
褒章・県総合表彰 

韓
国
語
教
室
会
員
募
集

講
座 

香
り
の
入
浴
剤
を
作
ろ
う

初
心
者
向
け

実

用

書

道

教

室

親
子
サ
ー
ク
ル

ア
ン
パ
ン
マ
ン
会
員
募
集



期
日

６
月
28
日
（
木
）

時
間

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※
受
付
は
午
後
１
時
開
始

会
場

市
民
病
院
10
階
大
会
議
室

定
員

１
０
０
人

演
題

大
腸
が
ん
の
診
断
と
治
療

〜
内
科
・
外
科
の
立
場
か
ら
〜

講
師

●
押
本
浩
一
さ
ん
（
市
民
病
院
内

科
医
長
兼
内
視
鏡
室
長
）

●
保
田
尚
邦
さ
ん
（
市
民
病
院
外

科
診
療
部
長
）

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ

市
民
病
院
地
域
医

療
連
携
室
（
蕁
（25）
５
０
２
２
）

甲
種
・
乙
種
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

期
日

甲
種
＝
７
月
５
日
（
木
）

６
日（
金
）、乙
種
＝
７
月
５
日（
木
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

会
場

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

21定
員

甲
種
＝
１
１
０
人
、
乙
種

＝
20
人
（
先
着
順
）

受
講
料

４
、
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月

18
日
（
月
）
か
ら
29
日
（
金
）
ま
で

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
に
受
講
料
を
添
え
て
消

防
本
部
予
防
課
（
蕁
（25）
３
３
１
１
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す

期
日

７
月
22
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

対
象

小
学
３
年
生
以
上

※
小
学
３
年
生
未
満
は
保
護
者
同

伴
で
参
加
で
き
ま
す

定
員

30
人
（
先
着
順
）

内
容

Ｔ
シ
ャ
ツ
に
特
殊
な
絵
の

具
で
絵
や
模
様
を
描
き
ま
す

参
加
料

１
、
０
２
５
円
（
受
講

料
・
昼
食
代
）

用
意
す
る
物

白
無
地
の
Ｔ
シ
ャ

ツ申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月

17
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
青
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー
（
蕁
（23）
５
８
０
０
）

期
日

７
月
８
日
か
ら
29
日
ま
で

の
日
曜
日
（
全
４
回
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場

茂
呂
公
民
館

定
員

10
人

対
象

20
歳
以
上
の
人

内
容

お
も
ち
ゃ
の
ド
ク
タ
ー
に

必
要
な
知
識
や
技
術
を
学
び
ま
す

講
師

い
せ
さ
き
・
も
ろ
・
お
も

ち
ゃ
の
病
院
の
皆
さ
ん

参
加
料

５
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意
す
る
物

ド
ラ
イ
バ
ー
・
ニ

ッ
パ
ー
な
ど
の
工
具

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月

15
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
茂
呂
公
民
館
（
蕁

（25）
２
６
７
１
）

期
日

６
月
30
日
・
７
月
28
日
・

９
月
１
日
・
22
日
・
10
月
13
日
・

27
日
・
11
月
17
日
・
12
月
８
日
の

土
曜
日
（
全
８
回
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

茂
呂
公
民
館

対
象

小
学
生

定
員

30
人

内
容

歌
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
英
語

に
親
し
み
ま
す

講
師

斎
藤
知
子
さ
ん

参
加
料

無
料
（
内
容
に
よ
り
実

費
負
担
が
あ
り
ま
す
）

用
意
す
る
物

上
靴
・
筆
記
用
具

色
鉛
筆

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月

12
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

茂
呂
公
民
館
（
蕁
（25）
２
６
７
１
）
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市
民
病
院

市

民

公

開

講

座

環境省では、地球温暖化を防止するため、夏の
オフィスの冷房設定温度を28℃程度にすることを
広く呼びかけています。
その一環として、28℃の室温でも涼しく効率的

に、そしておしゃれに働くことができるような夏
の軽装を、「COOL BIZ（クール・ビズ）」と名
付け、推進しています。

クール・ビズの基本スタイルは「ノーネクタ
イ・ノー上着」です。市職員も、一昨年からクー
ル・ビズを実践。全国的にも、環境にやさしい新
しいビジネススタイルとして定着しつつあります。
皆さんも、地球温暖化防止の第一歩としてクー

ル・ビズを取り入れてみませんか。
問い合わせ 環境保全課（内線3404）

防

火

管

理

講

習

会

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ

作
り
教
室

お
も
ち
ゃ
の
病
院

ド
ク
タ
ー
養
成
講
座

リ
ト
ル
の
英
語
ク
ラ
ブ

平成20年 成人式実行委員会委員募集
平成20年の成人式は、1月13日（日）に文化会館で開催しま

す。成人式の開催に向けて、企画や準備、式当日の運営に協力で
きる人を募集します。
募集人数 4人（公募委員）
※公募委員のほか、市内中学校出身の新成人、各校1人程度を
予定しています
応募資格 次のいずれも満たす人
①市内に在住・在勤・在学の平成19年4月1日現在、おおむね
18歳から21歳までの人（高校生は除きます）
②成人式実行委員会に積極的に参加できる人

活動期間 8月上旬から平成20年１月下旬まで
活動内容 企画の検討・準備・運営
応募方法 応募用紙に必要事項を記入し、直接または郵送、ファ
クス、メールで市民活動課へ
※応募用紙は市民活動課（絣の郷内）・市役所本庁受付・各支
所教育課に用意してあります。また、市ホームページからもダ
ウンロードできます
あて先 〒372－0014 昭和町1712－2 市民活動課
ファクス番号 21－6300
メールアドレス katudo@city.isesaki.lg.jp
申込締切日 6月30日（土） ※当日必着
問い合わせ 市民活動課（絣の郷内、蕁21－6712）

・

・



雑
草
が
生
い
茂
る
土
地
を
放
置

す
る
と
、
害
虫
が
発
生
す
る
な
ど

周
辺
の
住
民
に
迷
惑
を
か
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
空
き
地

な
ど
に
は
廃
棄
物
が
不
法
投
棄
さ

れ
る
事
例
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

「
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
」

で
は
、
土
地
の
適
正
な
管
理
に
つ

い
て
も
定
め
て
い
ま
す
。
雑
草
を

刈
る
、
さ
く
を
設
置
す
る
、
土
地

の
見
回
り
を
す
る
な
ど
土
地
の
管

理
に
気
を
配
り
、
環
境
美
化
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課
（
内

線
３
４
５
３
）

社
会
保
険
庁
で
は
、
35
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
る
人
に
対
し
、
誕
生

月
の
前
月
に「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

を
郵
送
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
年
金

の
加
入
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
年
金
制
度
に
つ
い
て
の
説
明

や
相
談
先
に
関
す
る
情
報
を
提
供

し
、
今
後
の
保
険
料
の
納
付
意
欲

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

【
35
歳
は
節
目
の
年
齢
】

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
25
年
以
上
の
加
入
期
間

が
必
要
で
す
。
35
歳
か
ら
加
入
し

て
も
、
継
続
し
て
保
険
料
を
納
付

す
れ
ば
、
こ
の
要
件
を
満
た
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
年

金
加
入
期
間
の
節
目
で
あ
る
35
歳

時
点
で
の
年
金
加
入
状
況
の
確
認

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
ね
ん
き
ん
定
期
便
の
内
容
】

●
こ
れ
ま
で
加
入
し
た
公
的
年
金

制
度
の
加
入
月
数

●
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
月
数

お
よ
び
保
険
料
免
除
月
数
な
ど

●
厚
生
年
金
保
険
や
船
員
保
険
の

資
格
取
得
年
月
日
、
事
業
所
名
称

ま
た
は
船
舶
所
有
者
名
称

●
共
済
組
合
記
録
の
加
入
期
間
、

加
入
月
数

●
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

【
ね
ん
き
ん
定
期
便
の
見
方
や
内

容
に
関
す
る
不
明
点
】

平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
に
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
（
蕁
０
５
７
０
―
０
５
―

１
１
６
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
休
日
明
け
や
通
知
書
が
届
い
た

直
後
は
、
電
話
が
混
み
合
い
ま
す
。

週
の
後
半
や
月
の
後
半
が
つ
な
が

り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ

前
橋
社
会
保
険
事

務
所
（
蕁
０
２
７
―
２
３
１
―
１

７
０
５
）
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お
知
ら
せ 

土
地
の
管
理
を
し
ま
し
ょ
う

ね

ん

き

ん

定

期

便

児童手当を受給している人が、
引き続き手当てを受けるには、「児
童手当等現況届」の提出が必要で
す。この届け出がないと、受給要
件を満たしているかの確認ができ
ないため、6月分以降の手当てが
受けられなくなります。

対象者には、6月上旬に通知書
を送付します。受付日・会場は地
区により異なりますので、通知書
を確認してください。
問い合わせ
児童家庭課（内線2134）
または各支所福祉課

今年もプールの季節がや
って来ます。友だちや家族
など、ぜひ皆さんでお出か
けください。
※未就学児は保護者（有
料）の同伴が必要です。
また、おむつが取れていない幼児はご遠慮ください
※日焼け止めローションやサンオイル、ピアスな
どの使用はご遠慮ください
※伝染病疾患・皮膚病・心臓病などの人はご遠慮
ください
※天候、水温などの都合により閉鎖する場合もあ
ります

あずまウオーターランド・屋外プール
期間 7月1日（日）から8月31日（金）まで
※月曜日・祝日は休館です

時間 火～金曜日＝正午～午後5時
土・日曜日＝午前10時～午後0時30分

午後1時30分～5時
料金 高校生以上＝300円、小・中学生＝100円、未就
学児＝無料
問い合わせ あずまウオ―タ―ランド（蕁62－9966）

市民プール
期間 7月14日（土）から8月31日（金）まで
時間 午前10時～午後5時
※7月14日は午後1時～5時　

料金 一般＝210円、高校生＝100円、小・中学生＝
50円、未就学児＝無料
問い合わせ 市民体育館（蕁23－7015）
※開場期間中＝市民プール（蕁25－5778）

境プール
期間 7月14日（土）から8月31日（金）まで
時間 午前10時～午後5時
料金 高校生以上＝200円、小・中学生＝100円、未就
学児＝無料
問い合わせ 境運動施設管理事務所（蕁74－1113）
※開場期間中＝境プール（蕁74－4774）



市
・
県
民
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
に
住
所
の
あ
る
市
（
県
）

に
、
前
年
中
の
収
入
に
応
じ
て
納

め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

今
年
度
の
市
・
県
民
税
の
納
税

通
知
書
は
６
月
11
日
（
月
）
に
発

送
し
ま
す
。

【
納
税
方
法
】

●
特
別
徴
収
（
会
社
員
な
ど
）

給
与
か
ら
の
天
引
き
に
よ
り
、

本
年
６
月
か
ら
翌
年
５
月
ま
で
の

12
か
月
間
で
納
め
て
い
た
だ
く
方

法
で
す
。

※
特
別
徴
収
の
税
額
通
知
書
は
、

す
で
に
各
事
業
所
な
ど
を
通
じ
て

送
付
し
て
あ
り
ま
す

●
普
通
徴
収
（
特
別
徴
収
以
外
の

自
営
業
者
や
年
金
受
給
者
な
ど
）

年
税
額
を
通
常
６
・
８
・
10
・

翌
年
１
月
の
４
期
に
分
け
て
納
め

て
い
た
だ
く
方
法
で
す
。

※
普
通
徴
収
の
納
税
通
知
書
は
各

個
人
に
郵
送
し
ま
す

【
税
制
改
正
】

●
税
率
の
変
更

市
・
県
民
税
所
得
割
の
税
率
は

今
年
度
よ
り
、
所
得
の
多
い
少
な

い
に
関
わ
ら
ず
、
一
律
10
％
の
税

率
に
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

●
定
率
減
税
の
廃
止

前
年
度
は
定
率
減
税
が
7.5
％
（
上

22

限
２
万
円
）
で
し
た
が
、
今
年
度

か
ら
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

※
税
制
改
正
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
平
成
19
年
度
所
得
証
明
書
】

特
別
徴
収
の
人
に
は
、
す
で
に

発
行
し
て
い
ま
す
。
普
通
徴
収
の

人
に
は
、
６
月
11
日
か
ら
発
行
し

ま
す
。
市
民
税
課
ま
た
は
各
支
所

税
務
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
民
税
課
（
内
線

２
２
３
１
）
ま
た
は
各
支
所
税
務
課

児
童
虐
待
は
子
ど
も
に
対
す
る

重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。
た
た
く

音
や
子
ど
も
の
叫
び
声
、
不
自
然

な
泣
き
声
が
聞
こ
え
る
な
ど
「
虐

待
を
受
け
て
い
る
の
で
は
？
」
と

思
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
た
ら
、
迷

わ
ず
児
童
家
庭
課
や
中
央
児
童
相

談
所
、
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
連
絡
し
た
人
が
特
定
さ

れ
な
い
よ
う
秘
密
は
守
り
ま
す
。

児
童
虐
待
は
、
身
近
な
と
こ
ろ

で
も
起
こ
り
え
ま
す
。
周
り
の
私

た
ち
が
気
づ
く
こ
と
、
知
ら
せ
る

こ
と
で
子
ど
も
を
救
え
ま
す
。
あ

な
た
の
迅
速
な
行
動
が
、
子
ど
も

を
虐
待
か
ら
守
る
第
１
歩
で
す
。

【
児
童
虐
待
と
は
】

●
身
体
的
虐
待
＝
殴
る
、
蹴
る
、

激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負

わ
せ
る
な
ど

●
性
的
虐
待
＝
性
行
為
の
強
要
、

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
被
写
体
に

す
る
な
ど

●
ネ
グ
レ
ク
ト
（
保
護
の
怠た

い

慢ま
ん

）

＝
食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不

潔
に
す
る
、
自
動
車
内
に
長
時
間

放
置
す
る
な
ど

●
心
理
的
虐
待
＝
言
葉
に
よ
る
脅

し
、
無
視
す
る
、
き
ょ
う
だ
い
間

で
著
し
く
差
別
的
な
扱
い
を
す
る

な
ど

【
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め

の
五
か
条
】

一
、「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら

迷
わ
ず
連
絡
を

二
、「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」
は

言
い
訳
。
子
ど
も
の
立
場
で
判

断
を

三
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
。

あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
か
ら
行

動
を

四
、
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立

場
。
子
ど
も
の
命
が
最
優
先

五
、
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も

起
こ
り
う
る

相
談
電
話
・
問
い
合
わ
せ

児
童

家
庭
課
（
内
線
２
１
１
７
）
ま
た

は
中
央
児
童
相
談
所
（
蕁
０
２
７

―
２
６
１
―
１
０
０
０
）、
夜
間

土
・
日
・
祝
日
は
ぐ
ん
ま
こ
ど
も

相
談
セ
ン
タ
ー
（
24
時
間
対
応
、

蕁
０
１
２
０
―
７
８
３
―
８
８
４
、

携
帯
電
話
か
ら
は
蕁
０
２
７
―
２

６
３
―
１
１
０
０
）

児
童
虐
待
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

・

市
・
県
民
税
納
税
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

環
境
省
で
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
、
６
月
22
日
（
金
）
か

ら
24
日
（
日
）
ま
で
ラ
イ
ト
ダ
ウ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

特
に
、
24
日
の
夜
を
「
ブ
ラ
ッ

ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
０
７
」

と
題
し
、
午
後
８
時
か
ら
10
時
ま

で
の
２
時
間
、
全
国
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
施
設
に
対
し
、
電
気
を
一
斉

に
消
し
て
も
ら
え
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
全
国
で

３
９
、
８
４
５
か
所
の
施
設
が
賛

同
し
、
約
81
万
ｋ
ｗ
ｈ
の
電
力
の

削
減
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
一
般
家
庭
の
１
か
月
あ
た
り
の

電
力
使
用
量
の
約
２
、
７
０
０
世

帯
分
に
相
当
し
ま
す
。

本
市
で
も
、
22
日
か
ら
24
日
ま

で
、
坂
東
大
橋
や
い
せ
さ
き
明
治

館
な
ど
を
消
灯
す
る
ほ
か
、
22
日

の
夜
は
本
庁
お
よ
び
各
支
所
で
も

で
き
る
限
り
消
灯
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
電
気
を
消
し
て
ス

ロ
ー
な
時
間
の
中
、
地
球
温
暖
化

を
止
め
る
た
め
に
自
分
に
何
が
で

き
る
か
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課
（
内

線
３
４
０
４
）

ブ
ラ
ッ
ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

2
0
0
7

◆共同通信社杯ＧⅠプレミアムカップオートレース 
 

◆【場外発売】浜松市営第3回1節（浜松） 

◆第29回サマーランド杯争奪戦 

◆【場外発売】ＧⅡ第30回まがたま杯争奪戦（川口） 

上武大学硬式野球部

全日本大学野球選手権大会出場

上武大学硬式野球部が、関甲新学生野球春季リーグ

において3季連続で優勝を飾り、神宮球場で開催され

る第56回全日本大学野球選手権大会への出場を決めま

した。1回戦は6月12日（火）午後4時から近畿大学

工学部と対戦します。ご声援よろしくお願いします。

問い合わせ 上武大学総務課（蕁32－1010）
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言
葉
や
発
達
の
遅
れ
が
気
に
な

る
子
ど
も
や
発
達
障
害
、
知
的
障

害
の
あ
る
子
ど
も
の
た
め
の
無
料

子
育
て
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日

金
曜
日

※
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

樫
の
木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第

１
事
業
所
（
八
坂
町
）

対
象

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

前
日

の
午
後
６
時
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

樫
の
木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
蕁
（30）
５

０
１
１
）

次
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
付
・
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

蟋
豊
受
小
学
校
平
成
18
年
度
卒
業
生

か
ら
同
校
へ
テ
ン
ト
１
張

蟋
頌う

た

彦さ
と

真し
ん

賢け
ん

さ
ん
（
ひ
ろ
せ
町
）

か
ら
広
瀬
小
学
校
で
の
ワ
ー
ル
ド

コ
ン
サ
ー
ト
開
催
援
助

蟋
大
永
ド
リ
ー
ム
（株）
か
ら
華
蔵
寺

公
園
へ
ゴ
ム
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
１
台

蟋
毒ぶ

す

島じ
ま

城
ほ
た
る
を
守
る
会
か
ら

赤
堀
地
区
の
小
学
校
へ
木
製
ベ
ン

チ
10
脚

蟋
佐
波
伊
勢
崎
農
業
協
同
組
合
か

ら
伊
勢
崎
・
東
・
境
地
区
の
小
学

校
へ
新
入
学
児
童
用
ラ
ン
ド
セ
ル

カ
バ
ー
２
、
０
６
８
個
、
養
護
学

校
へ
手て

提さ

げ
袋
20
袋

蟋
第
二
中
学
校
平
成
18
年
度
卒
業

生
か
ら
同
校
へ
体
育
館
ス
テ
ー
ジ

緞ど
ん

帳ち
ょ
う

、
垂
れ
幕
１
組

蟋
宮
郷
中
学
校
平
成
18
年
度
卒
業
生

か
ら
同
校
へ
ジ
ェ
ッ
ト
ヒ
ー
タ
ー

１
台

蟋
第
一
中
学
校
平
成
18
年
度
卒
業
生

か
ら
同
校
へ
テ
ン
ト
１
張

蟋
境
進
出
企
業
連
絡
協
議
会
か
ら

境
地
区
の
小
学
校
へ
防
犯
ブ
ザ
ー

３
１
０
個

蟋
板
垣
智
彦
さ
ん
・
欽よ

し

則の
り

さ
ん
（
馬

見
塚
町
）
か
ら
教
育
振
興
費
寄
付

金
と
し
て
豊
受
小
学
校
へ
２
、
５

０
０
円
、
第
四
中
学
校
へ
２
、
５

０
０
円

蟋
赤
堀
町
農
業
協
同
組
合
か
ら
赤

堀
地
区
の
小
学
校
へ
新
入
学
児
童

用
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
２
９
５
個

蟋
境
小
学
校
平
成
18
年
度
卒
業
生

保
護
者
か
ら
同
校
へ
水
泳
・
陸
上

最
高
記
録
掲
示
板
１
枚

蟋
境
剛
志
小
学
校
平
成
18
年
度
卒

業
生
保
護
者
か
ら
同
校
へ
横
断
幕

１
枚

蟋
あ
ず
ま
中
学
校
平
成
18
年
度
卒

業
生
か
ら
同
校
へ
屋
外
用
電
波
時

計
１
台

発
達
の
遅
れ
が
気
に
な
る
子
ど
も

子
育
て
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
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山川摩莉奈さん 
（東京福祉大学教育学部教育学科1年） 

教
育
は
子
ど
も
の
目
線
で 

分
で
気
付
か
せ
て
や
る
こ
と
が
大

事
な
の
だ
と
学
び
ま
し
た
。
そ
し

て
、
友
達
の
こ
と
も
気
遣
え
る
よ

う
に
、
周
り
の
こ
と
に
も
目
を
向

け
ら
れ
る
よ
う
に
社
会
性
を
身
に

つ
け
さ
せ
て
や
る
こ
と
も
、
大
切

な
役
割
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
と
同
じ
目
線
で

物
事
を
考
え
て
あ
げ
る
こ
と
も
と

て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
先
生
に

な
っ
た
ら
、
休
み
時
間
に
は
一
緒

に
遊
び
、
授
業
に
は
し
っ
か
り
取

り
組
む
、
そ
ん
な
け
じ
め
を
持
っ

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
指
導
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
保
護
者
に
も
学
級
通

信
な
ど
を
通
じ
、
子
ど
も
が
ど
の

よ
う
な
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る

で
、
ど
ん
な
こ
と
に
も
挑
戦
し
て

み
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

私
の
夢
は
小
学
校
の
先
生
に
な

る
こ
と
で
す
。
当
時
の
私
の
担
任

の
先
生
は
、
授
業
参
観
な
ど
で
一

人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
様
子
を
保

護
者
に
き
ち
ん
と
伝
え
、
相
談
に

乗
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
、
と
て
も

熱
心
な
先
生
で
し
た
。
こ
の
よ
う

な
先
生
が
私
の
憧
れ
で
あ
り
、
目

指
す
教
師
像
で
す
。

現
在
大
学
で
は
、
教
師
に
な
っ

て
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
く
機

会
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
子
ど

も
が
騒
い
で
い
る
と
き
は
、
静
か

に
す
る
よ
う
声
を
か
け
る
の
で
は

な
く
、
今
自
分
た
ち
は
う
る
さ
く

し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
自

私
は
こ
の
春
、
新
潟
県
か
ら

こ
の
伊
勢
崎
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。
知
ら
な
い
土
地
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
が
、
徐
々
に
学
校
生
活

に
も
慣
れ
、
友
達
も
増
え
て
く

る
に
従
い
、
そ
の
不
安
も
少
し

ず
つ
解
消
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

は
、
１
日
１
日
が
と
て
も
新
鮮

本
市
の
大
学
生
が
日
ご

ろ
学
ん
で
い
る
こ
と
や

考
え
て
い
る
こ
と
、
将

来
の
夢
な
ど
を
文
章
で

つ
づ
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

の
か
を
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
や
は
り
、

子
ど
も
と
も
保
護
者
と
も
信
頼
で

き
る
関
係
を
築
く
こ
と
が
何
よ
り

も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

義
務
教
育
段
階
で
の
道
徳
教
育

や
体
験
活
動
は
、
人
間
形
成
や
社

会
性
の
育
成
の
た
め
の
土
台
づ
く

り
と
し
て
と
て
も
重
要
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
そ
の
土
台

づ
く
り
と
な
る
時
期
を
し
っ
か
り

と
支
え
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
、
同

じ
夢
を
持
っ
た
仲
間
と
さ
ら
に
交

流
を
深
め
、
意
見
を
交
換
し
合
い
、

と
も
に
高
め
合
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
み
ん
な
に

好
か
れ
る
す
て
き
な
先
生
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

日程　下表のとおり 
定員　各10人（先着順） 
内容　Microsoft Wordを使 
　った文書作成の基本操作 
参加料　無料 
問い合わせ 
　生涯学習課（内線2433） 
　※公民館の受付開始日は各公民館によって異なりま 
　す。直接、各公民館へお問い合わせください。 

※広瀬生涯学習館については、6月19日(火)午前9時から 
電話で生涯学習課（内線2433） 

北 公 民 館  

南 公 民 館  

殖 蓮 公 民館  

茂 呂 公 民館  

三 郷 公 民館  

宮 郷 公 民館  

名 和 公 民館  

豊 受 公 民館  

赤 堀 公 民館  

あずま公民館 

境 公 民 館  

境采女公民館 

境剛志公民館 

境島村公民館 

境 東 公 民館  

ＩＴ講習日程表 

会場・申し込み・ 

問い合わせ 
期　間 時　　間 

　25-4547 

　26-8333 

　26-4560 

　25-2671 

　23-1952 

　25-2356 

　32-0034 

　32-0350 

　62-1153 

　62-0115 

　74-5105 

　76-0013 

　74-0168 

　74-9345 

　74-0453

7月24日～27日 

8月28日～31日 

7月 3日～ 6日 

8月27日～30日 

7月17日～20日 

8月14日～17日 

7月23日～26日 

8月20日～23日 

7月10日～13日 

8月 7日～10日 

7月10日～13日 

8月 7日～10日 

7月17日～20日 

8月14日～17日 

7月 3日～ 6日 

8月21日～24日 

7月17日～20日 

8月21日～24日 

7月24日～27日 

8月14日～17日 

7月 2日～ 5日 

8月28日～31日 

7月 9日～12日 

8月 6日～ 9日 

7月17日～20日 

8月14日～17日 

7月 2日～ 5日 

8月27日～30日 

7月23日～26日 

8月20日～23日 

7月10日～13日 

8月 6日～ 9日 

午前9時～正午 

午後6時30分～9時30分 

午後1時30分～4時30分 

午前9時～正午 

午後1時30分～4時30分 

午後6時～9時 

午前9時～正午 

午後1時30分～4時30分 

午前9時～正午 

午前9時～正午 

午後1時30分～4時30分 

午後1時30分～4時30分 

 

午後1時30分～4時30分 

午後6時～9時 

午後1時30分～4時30分 

午前9時～正午 

午後6時30分～9時30分 

午後1時30分～4時30分 

午後6時30分～9時30分 

午前9時～正午 

午後6時30分～9時30分 

午後6時30分～9時30分 

午後1時30分～4時30分 

午後1時30分～4時30分 

午後6時30分～9時30分 

午前9時～正午 

午前9時30分～午後0時30分 

午後1時30分～4時30分 

7・8月
 

の 

広  瀬  生  涯 

学  習  館※ 
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期日 6月28日（木）
時間 午前10時30分～11時30分
対象 未就園児とその保護者
定員 20組（先着順）
申し込み 6月11日（月）から直接また
は電話で

期日 6月16日（土）
時間 午後1時開始
対象 小学生以上（大人も歓迎します）
定員 30人（先着順）
内容 パン食い競争や缶積み
リレー、借り物競争など

参加料 50円
申し込み 6月9日（土）か
ら直接または電話で

期間 6月18日（月）から23日（土）まで
時間 午前10時～午後4時
申し込み 各日とも時間内に随時

期日・会場
●6月19日（火）＝赤堀南児童館
●6月20日（水）＝赤堀児童館
●6月21日（木）＝赤堀あさひ児童館
時間 午前10時30分～11時30分
対象 幼児とその保護者
申し込み 各日とも開始30分前から

期日 6月17日（日）
時間 午前10時30分～11時30分
対象 3歳以上の子どもと父親
申し込み 6月6日（水）から直接

期日 6月25日（月）
時間 午前10時30分～11時30分
対象 1・2歳児
定員 13組
※定員を超えた場合は抽選です

申し込み 6月18日（月）午前11時から
正午までに直接

期日・時間
●6月12日（火）＝午前11時開始
●6月23日（土）＝午後2時30分開始
内容 「たんぽぽの会」の皆さんによる
絵本や紙芝居の読み聞かせです

期間 6月18日（月）から
7月7日（土）まで

時間 午前10時～午後5時30分
申し込み 各日とも時間内に随時

期日 6月23日（土）（雨天決行）
※当日は、赤堀南・赤堀あさひ児
童館は臨時休館となります
時間 午後1時～3時30分
内容
●劇団「貝の火」による人形劇『こ
ぶとりじいさん』『わらしべ長者』
●あそびのコーナー
昔あそびに挑戦しよう・みんみん
ゼミ作りなど
※午後0時30分からポップコーン
などの無料引換券を配ります（中
学生以下で先着300人）

期日 6月24日（日）
時間 午後2時開始
対象 5歳以上の子どもと父親
定員 10組（先着順）
申し込み 6月16日（土）から直接また
は電話で

今月の投影番組
テーマ 夏の天の川で星座めぐり
内容 夏の星座や見つけやすい星の解説
をします
投影時間 土・日曜日＝午前11時・午後
1時30分・4時の3回
※6月2日（土）・3日（日）は番組入
れ替えのためお休みします

期日 6月9日（土）
時間 午前10時30分開始
※お父さんの参加を歓迎します

内容 親子でロケットになって遊びます
申し込み 開始10分前から

サンデーパパ～グラウンドゴルフ～

あそびの教室～七夕飾り作り～

移動児童館～みんな集まれ！～

プラネタリウム

パパといっしょにあそぼ
季節外れの運動会

七夕飾り作り

親子でリトミック

読み聞かせ

七夕飾り作りパパサロン～ロケット遊び～



胸部レントゲン撮影（結核・肺がん検診）・ひまわり健診日程表 
期　日 時　間 レントゲン ひまわり健診 会　場 

境剛志公民館 

産業振興会館 

平塚会館 

防災センター 

境剛志公民館 

伊与久1区会議所 

下渕名7区会議所 

上渕名会議所 

境保健センター 

伊与久3区会議所 

伊与久2区会議所 

木島会議所 

境保健センター 

小此木公民館 

上武士会議所 

保泉会議所 

境保健センター 

東新井会議所 

上矢島コミュニティセンター 

社会福祉センター 

境保健センター 

境島村公民館 

境東公民館 

境東公民館 

境東公民館 

境東公民館 

境采女公民館 

境采女公民館 

境采女公民館 

境保健センター 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

午前・午後 

午前9時30分～10時15分 

午前10時45分～11時30分 

午後1時30分～2時30分 

午前・午後 

午前9時30分～10時15分 

午前10時45分～11時30分 

午後1時30分～2時30分 

午前・午後 

午前9時30分～10時15分 

午前10時45分～11時30分 

午後1時30分～2時30分 

午前・午後 

午前9時30分～10時15分 

午前10時45分～11時30分 

午後1時30分～2時30分 

午前・午後 

午前9時30分～10時15分 

午前10時45分～11時30分 

午後1時30分～2時30分 

午前・午後・夜間 

午前 

午後 

午前・午後 

午前・午後 

午前・午後 

午前・午後 

午前・午後 

午前・午後 

午前・午後・夜間 

 

6月14日（木） 

 

 

 

6月15日（金） 

 

 

 

6月18日（月） 

 

 

 

6月19日（火） 

 
 

 

6月20日（水）
 

 

 

6月21日（木） 

6月22日（金）
 

 

6月25日（月） 

6月26日（火） 

6月27日（水） 

6月28日（木） 

6月29日（金） 

7月 2日（月） 

7月 3日（火） 

【午前】午前9時30分～11時30分 【午後】午後1時30分～3時 【夜間】午後5時～7時 

こ こ ろ の 健 康 相 談  
期日・会場
●6月21日（木）＝ふくしプラザ
●6月27日（水）＝赤堀保健福祉センター
受付時間 午後2時～3時
内容 専門医による心の悩みや不安、対人関係
の悩みなど、心の健康に関する相談です
申し込み・問い合わせ 前日までにそれぞれの
会場
※ふくしプラザについては健康管理センター

３
日
（
火
）
ま
で
に
境
保
健
セ
ン

タ
ー

日
程

右
表
の
と
お
り

対
象

●
結
核
検
診
＝
市
内
に
在
住
の
65

歳
以
上
の
人

●
肺
が
ん
検
診
＝
市
内
に
在
住
の

40
歳
以
上
の
人

※
該
当
日
に
受
診
で
き
な
い
場
合

※
１
日
目
は
、
受
付
時
間
内
に
ビ

デ
オ
を
上
映
し
ま
す

会
場

境
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

も
う
す
ぐ
お
父
さ
ん
・
お

母
さ
ん
に
な
る
人

内
容

１
日
目
＝
お
産
の
経
過
や

沐も
く

浴よ
く

実
習
、
妊
婦
体
験
な
ど
、
２

日
目
＝
講
義
「
妊
娠
中
か
ら
の
食

生
活
」、
先
輩
マ
マ
と
の
交
流

用
意
す
る
物

１
日
目
＝
バ
ス
タ

オ
ル
・
動
き
や
す
い
服
装
、
母
子

手
帳
・
筆
記
用
具
は
毎
回

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

７
月

・
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予
防
接
種
が
未
接
種
の
人
で
発

症
し
た
こ
と
の
な
い
人
は
、
医
療

機
関
に
ご
相
談
の
上
、
予
防
接
種

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

日
程

下
表
の
と
お
り

対
象

市
内
に
在
住
の
昭
和
18
年

４
月
２
日
か
ら
昭
和
43
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

内
容

尿
検
査
・
身
体
計
測
・
問

診
・
血
圧
測
定
・
診
察
・
心
電
図

眼
底
検
査
・
血
液
検
査

※
50
歳
以
上
の
男
性
で
前
立
腺
が

ん
検
査
を
希
望
す
る
人
は
、
が
ん

検
診
受
診
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

※
肝
炎
検
査
は
、
原
則
と
し
て
、

平
成
19
年
度
に
40
歳
に
な
る
人
ま

た
は
今
ま
で
に
肝
炎
検
査
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
人
が
対
象
で
す

受
診
料

１
、
０
０
０
円
（
生
活

保
護
世
帯
お
よ
び
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
は
無
料
で
す
）

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

期
日

７
月
６
日（
金
）・
19
日（
木
）

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
９
時
30
分

は
、
ど
ち
ら
の
会
場
で
も
受
診
で

き
ま
す

※
結
果
は
再
検
査
の
必
要
な
人
だ

け
に
通
知
し
ま
す
（
痰た

ん

の
検
査
結

果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
）

受
診
料

●
痰
の
検
査
＝
５
０
０
円

※
回
収
日
に
徴
収
し
ま
す
（
70
歳

以
上
お
よ
び
医
療
受
給
者
証
取
得

者
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
・
生
活

保
護
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
）

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
＝
無
料

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

結
核
・
肺
が
ん
検
診

（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）

ひ

ま

わ

り

健

診

（
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
）

麻
し
ん（
は
し
か
）の
流
行
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

両

親

学

級



に
、
介
護
予
防
の
た
め
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

期
間

７
月
２
日
（
月
）
か
ら
12

月
28
日
（
金
）
ま
で

会
場

登
録
医
療
機
関
（
受
診
票

の
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

内
容

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
・

身
体
計
測
・
診
察
（
口
腔
内
視
診

関
節
触
診
な
ど
）
・
尿
検
査
・
血

圧
測
定
・
血
液
検
査
（
血
清
ア
ル

ブ
ミ
ン
検
査
な
ど
）

※
心
電
図
・
眼
底
検
査
・
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
は
必
要
に
応
じ
て
実

施
し
ま
す

※
84
歳
ま
で
の
男
性
は
同
時
に
前

立
腺
が
ん
の
検
査
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
希
望
す
る
人
は
、
が
ん
検
診

の
受
診
券
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ

さ
い

受
診
料

５
０
０
円
（
70
歳
以
上

お
よ
び
医
療
受
給
者
証
取
得
者
・

生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
は
無
料
で
す
）

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

期
日

６
月
27
日
（
水
）

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
10
時

※
待
ち
時
間
短
縮
の
た
め
電
話
予

約
を
お
勧
め
し
ま
す

会
場

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

用
意
す
る
物

母
子
手
帳
・
タ
オ

ル問
い
合
わ
せ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

・

母

乳

相

談
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胃
・
大
腸
が
ん
集
団
検
診
を
は

が
き
で
申
し
込
ん
だ
人
は
、
事
前

に
問
診
票
な
ど
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

受
診
す
る
と
き
は
、
郵
送
さ
れ
た

受
診
券
と
問
診
票
を
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
前
立
腺
が
ん
検
診
を

希
望
す
る
人
は
受
診
券
を
持
っ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
間

６
月
26
日
（
火
）
か
ら
７

月
３
日
（
火
）
ま
で

※
７
月
１
日
（
日
）
は
除
き
ま
す

受
付
時
間

午
前
８
時
〜
10
時

会
場

豊
受
公
民
館

対
象

●
胃
・
大
腸
が
ん
＝
市
内
に
在
住

の
40
歳
以
上
の
人

●
前
立
腺
が
ん
＝
市
内
に
在
住
の

50
歳
以
上
84
歳
以
下
の
男
性

内
容

●
胃
が
ん
検
診
＝
空
腹
で
受
診
し

バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
を
し
ま
す

●
大
腸
が
ん
検
診
＝
事
前
に
配
付

し
た
採
便
セ
ッ
ト
で
２
日
分
の
便

を
採
り
、
会
場
に
提
出
し
ま
す

●
前
立
腺
が
ん
検
診
＝
血
液
検
査

と
問
診

受
診
料

●
前
立
腺
が
ん
検
診
＝
無
料

●
胃
・
大
腸
が
ん
検
診
＝
各
５
０

０
円
（
70
歳
以
上
お
よ
び
医
療
受

給
者
証
取
得
者
・
生
活
保
護
世
帯

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
無
料

で
す
）

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

昭
和
18
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
の
定
期
基
本
健
康
診
査

お
よ
び
介
護
予
防
健
診
で
す
。
対

象
の
人
に
は
６
月
下
旬
ご
ろ
に
受

診
票
を
発
送
し
ま
す
。

健
診
の
結
果
、
生
活
機
能
の
低

下
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

年
１
回
健
康
チ
ェ
ッ
ク

す

こ

や

か

健

診

胃
・
大
腸
・
前
立
腺
が
ん

集
団
検
診

～いつまでも自分の歯でおいしく食べるために～

歳をとるごとに「健康な歯のありがたさ」を実感すること
が多くなるといいます。
よく噛

か

んでおいしく食べるのに必要な歯の数は、最低20
本。ところが、60歳で22本、70歳で14本、80歳では8本
と年々減っていくといわれています。その原因のほとんどは、
加齢ではなく「虫歯」や「歯周病」です。
「歯周病」は、歯磨きが不十分なために起こります。歯と歯
肉の間に歯

し

垢
こう

が付着すると、その中に含まれる酵素や毒素が
歯肉の中に進入して歯肉炎をおこし、歯を支える骨を溶かし、
やがて抜けてしまう病気です。歯肉炎をおこすと、歯と歯肉
の間に隙間ができ、汚れがたまりやすくなります。歯周病に
ならないためにも、進行・悪化させないためにも、普段から
丁寧なブラッシングで汚れを落とし、次のことに心掛けまし
ょう。

●食後のケア 食後は早めに歯を磨き、できないときはうが
いだけでもしましょう
●硬いものを食べる 硬い食べ物は歯垢をつくりにくくしま
す
●噛み方 噛まない方の歯には歯垢がたまりやすくなりま
す。両方の歯で噛みましょう
●栄養バランス 特にビタミンが不足すると歯周病に対する
抵抗力が弱まります
●歯が抜けたら 歯に隙間ができ歯垢がたまりやすくなりま
すので、すぐ義歯を入れましょう
●検診を受ける 歯周病の進行確認や歯石の除去など、定期
的に歯科検診をしましょう

【健康川柳応募作品紹介】
健康に　野菜くだもの　あと笑い（羽黒町　小川正男さん）

期日　7月1日（日） 
集合時間　午前8時 
会場　赤堀憩いの森公園（赤堀鹿島町） 
対象　市内に在住・在勤の医師から運動の制限を受
　けていない人 
　※小学生以下は保護者同伴で参加できます 
コース　憩いの森と自然とのふれあいコース3.9キ
　ロメートル（いせさきウオーキングマップ②） 

参加料　無料 
用意する物　動きやすい服装・タオル・飲み物 
申し込み　所定の用紙に必要事項を記入し、6月22
　日（金）までに直接またはファクス、郵送により
　各保健センターへ 
　※所定の用紙は各保健センター・公民館などに用
　意してあります 
問い合わせ　健康管理センター（　23－6675） 

・
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4月の人事異動で広報
課に配属となり、はや2
か月。多くの市民の目に
ふれる広報いせさきを編
集するという責任ある仕
事に、大きなやりがいを
感じている。広報紙は市
内の全世帯に配布されて
いることもあり「広く報

しら

せる」という役割でとら
えられることが多いと思
うが、コミュニケーショ
ンの基本はやはり１対１
の対話である。市民の皆
さん一人ひとりと会話す
るように、信頼と親しみ
にあふれた広報紙を作っ
ていきたい。 （秀）
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緊張で胸はドキドキ（宮郷第二小学校）

わが家の交通安全』作文コンクールで内閣府政策統
括官賞を受賞した藤井桃花さんが、華蔵寺公園の

野外ステージで行われた、平成19年度春の全国交通安
全運動総決起大会で、受賞作となった「わたしといもう
ととチャイルドシート」を朗読しました。
朗読を終えた桃花さんは、「たくさんの人の前だった

のでとても緊張しました。今日の日のことが決まってか
らは、大きな声ではっきりと読めるようにいっぱい練習
をしました。自分でも上手に読めたと思います。100点
満点です」と笑顔で話してくれました。

応募方法 
 
 
 
あ て 先   

住所・氏名・電話番号・撮影場所・写真の
タイトルを記入し、郵送してください。デ
ジタルカメラで撮影した画像（300万画
素以上）はメールでも受け付けています
〒372－8501 今泉町二丁目410 
市役所広報課「街かど写真工房」係 
　　kouhou@city.isesaki.lg.jp
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「片隅のラベンダー園」

撮影者
長谷川　茂さん（境保泉）

『


